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水を原料とした人工光合成システムの構築
蹂謀四翡宝均

化学生命プログラム教授
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II国 分子シミュレーションが開拓する次世代型モノづくり
起謀芹粍堵忠芍

n図酉

出身：兵届県尼崎市
趣味：プロ野球観戦
講義：分析化学・機器分析化学I
専門：光化学・光触媒化学

(O
 

[ml ひとこと
宮崎は太陽光エネルギーの利活用を研究する上では
最適な場所です。みなさんも将来のエネルギー問題の
解決を目指す研究の一躍を担いませんか？

研究内容
水を原料とする人工光合成型物質変換システムの開発
► 緑色植物の光合成では、水を電子源（原料）として太陽光を利用
することで、二酸化炭素をグルコースヘ変換しています。このようなプロ
セスを模倣するための光触媒の開発を行っています。

► 最近の研究で、ゲルマニウムポルフィリン錯体が、水を原料として過酸
化水素を効率よく生産できる光触媒となることを発見しました。

近赤外線光を利用した活性酸素発生光触媒の開発
► 医療分野でも、光エネルギーを利用したガン治療が行われています。
活性酸素（一重項酸素）が発生する光触媒をガン細胞内に取り

込み光照射すると、一重項酸素の酸化力によってガン細胞が死滅し
ます。照射する光は、血液が吸収できない近赤外線が有効です。

► 最近の研究で、ゲルマニウム—N—混乱ポルフィリン錯体が、近赤外線
の照射によって、効率よく一重項酸素を生産することを発見しました。

冒 言責
過酸化水素を生産する光触媒 一重項酸素を発生させる光触媒
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 本研究の内容は、緑色植物の光合成のモデルケースになり、人工光
合成研究の一端を担います。特に安定な水分子を光を使って活性
化する研究は、人工光合成研究のおける重要課題です。将来、太
陽光エネルギーをエネルギー源として利活用できる社会の実現に役立
ちます。

► 光エネルギーを利用した化学反応や環境・エネルギー分野の化学に
関する知識を得ることができます。また、光触媒合成等の化学合成に
関するスキルも身に付けることができます。
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太陽光エネルギーで物質および電気エネルギーヘ変換できる光電池システム

ペプチドを利用した高度機能性材料の開発
蹂駕四翡忠忠

化学生命プログラム准教授
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出身：滋賀県大津市
趣味：お酒，ラテアート
講義：反応工学，生体反応工学、等
専門：分離工学，バイオ機能応用

ひとこと
研究の世界はアイデア勝負！誰もがヒラメキひとつで世
界一になる可能性を秘めています。大学で研究の基礎
を学んで世界一を目指しましょう！

研究内容
ペプチドを利用した機能性｝＼イドロゲルの開発
► 短鎖ペプチド超分子メタロゲル（医療用の機能性ゲルの開発）
短いパプチドと特定の金属イオンで形成される超分子ハイドロゲルの開発
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一超分子ペプチドメタロゲル 銅イオンのみに応答するゲルの様子
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► このようにペプチドと金属イオンを複合化することで様々な機能性材
料を作ることができます。これらは医療用ゲル，薬物運搬体，バイオ
センサーなど，生体・環境にやさしい新材料として役立ちます。

► アミノ酸やペプチド，タンパク質といった身近な生体材料を使って高度
な機能を持つ未知の材料を作る驚き・喜びを経験できます。また，こ

れらの基礎となる化学合成などの方法を学べます。

ペプチドを利用した機能性微粒子の開発
► 金属ペプチド構造体の開発（医療用の薬物運搬体の開発）
短いペプチド（配位子）と金属イオンで形成される多孔性結晶の開発

、 自己組織化

;i疇金属ペプチド構造体のイメージ図. II月実際の金属ペプチド構造体の写真
（結晶内に多くの細孔があります） （銅イオンと様々 なペプチドの結晶）

► 金ーペプチドナノコンポジットの開発（バイオセンサーの開発）
短いペプチドと金属イオンで形成されるナノ粒子の開発
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化学生命プログラム准教授
宇都卓也

出身：宮崎県小林市（小林高等学校卒業）
趣味：コンピュータグラフィックス、サーバー構築
講義：生命化学11、生体高分子化学、等
専門：理論・計算化学

ひとこと
近年さらなる進歩む堅げた情報技術の活用で、次世代
型モノづくりを実現し、新たな価値を創造していきます。
最先端の分子シミュレーションにより、モノづくりのデジタル
変革(DX)技術を開拓することに挑戦してみませんか？

多糧＂料の分子 ＇シミュレーション閾究
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植物は有機化学の宝箱
蹂謀四認忠忠

化学生命プログラム准教授

菅本和寛
出身：福岡県北九州市
趣味：テニス
講義：有機化学基礎、有機化学II
専門：有機合成化学、天然物化学

ひとこと
なぜ？を追求するのが大学と思っています。大学の講
義は暗記ではなく理解です。大学の研究もなぜ？を考
えるのが重要です。ぜひ一緒になぜ？を追求しましょう。

口図園

研究内容
有機触媒を用いた環境調和型有機合成法の開発

► 有機触媒として超原子価ヨウ素などに注目して環境調和型（環境
に優しい）新規酸化反応などの開発。

► 既に酸素酸化反応、固体触媒やイオン液体を用いた触媒をリサイク
ルできる反応、マイクロ波を用いた超効率的反応を開発している。

天然資源を原料とした生物活性物質の合成
► クロロフィル由来のフィトールを原料にして光学活性な分岐鎖脂肪酸
の合成を検討している。合成する際は、独自に開発した環境調和製
有機合成法を鍵反応に用いている。合成した分岐鎖脂肪酸は、抗
糖尿作用や抗肥満作用が期待できる。

► オビスギに多く含まれるジテルペンを容易に取り出すことに成功している。
このジテルペンを原料に様々な生物活性物質を合成している。合成
する際は、開発した環境調和型有機合成法を鍵反応に用いている。
宮崎県産植物資源の有効成分の分離と有効活用

► 宮崎県産ブルーベリーの葉や茎のポリフェノールに注目して研究をして
いる。複雑なポリフェノールの構造解析・有効利用法を調べている。ブ
ルーベリーに含まれるポリフェノールは様々な生物活性を示すことが明
らかになってきている。

► 宮崎に自生するヒュウガトウキは他の植物には含まれない固有のクマリン
類が含まれている。このクマリン類に注目している。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 環境調和型有機合成法が開発できれば、化学物質を合成する時
に発生する廃棄物やエネルギー消費墨、人体や環境への影響を減ら
すことができます。

► 天然資源を利用した生物活性物質の合成は、複雑構造を有する
物質を単段階かつ安価に作れるメリットがあります。合成した化合物

が将来医薬品などに利用されることを自指しています。
► ブルーベリーの葉や茎にに含まれるポリフェノールは、 白血病の治療薬
コロナウイルス感染症の治療薬、 老化細胞の除去薬につながる可能
性を秘めています。
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ブルーベリーの葉に含まれるポリフェノールの推定構造
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